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変更箇所を   又は   で示す。 

変 更 前 変 更 後 備考 

添付資料１ 

変更前の廃止措置計画書 

 

廃止措置の方法，工程及び安全対策（概要） 

 

1. 廃止措置の方法 

 （省略） 

 

2. 廃止措置の工程 

（省略） 

 

3. 回収可能核燃料物質を再処理設備本体から取り出す方法及び時期 

（省略） 

 

4. 特定廃液の固型化その他の処理を行う方法及び時期 

（省略） 

 

5. 安全対策 

（省略） 

 

6. 廃止措置に係る品質マネジメントシステム 

（省略） 

 

 表 1-1 ～ 表 1-7 （省略） 

 

表 1-8 性能維持施設（1／254）～（74／254） （省略） 

 

 

 

 

 

添付資料１ 

変更後の廃止措置計画書 

 

廃止措置の方法，工程及び安全対策（概要） 

 

1. 廃止措置の方法 

 （変更なし） 

 

2. 廃止措置の工程 

 （変更なし） 

 

3. 回収可能核燃料物質を再処理設備本体から取り出す方法及び時期 

（変更なし） 

 

4. 特定廃液の固型化その他の処理を行う方法及び時期 

（変更なし） 

 

5. 安全対策 

（変更なし） 

 

6. 廃止措置に係る品質マネジメントシステム 

（変更なし） 

 

表 1-1 ～ 表 1-7 （変更なし） 

 

表 1-8 性能維持施設（1／254）～（74／254） （変更なし） 
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変更箇所を   又は   で示す。 

変 更 前 変 更 後 備考 

  

 

 

セル内消火設備の設置に伴う

性能維持施設の追加 

 

記載箇所の見直し 

（表1-8 性能維持施設（76／

254）へ移動） 
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変更箇所を   又は   で示す。 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

 

表 1-8 性能維持施設（77／254）～（81／254） （省略） 

 

 

 

表 1-8 性能維持施設（77／254）～（81／254） （変更なし） 

 

 

 

 

記載箇所の見直し 

（表1-8 性能維持施設（75／

254）からの移動） 
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変更箇所を   又は   で示す。 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

 

表 1-8 性能維持施設（83／254）～（254／254） （省略） 

 

 

 

 

表 1-8 性能維持施設（83／254）～（254／254） （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セル内消火設備の設置に伴う

性能維持施設の変更 
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変更箇所を   又は   で示す。 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

別紙 1 

 

高放射性固体廃棄物の取出しが完了するまでの安全対策 

 

高放射性固体廃棄物貯蔵庫(HASWS)における高放射性固体廃棄物の取出しが

完了するまでの間，以下の安全対策を実施する。 

 

1.1 湿式セルライニングの健全性確認 

 （省略） 

 

1.4 乾式セルでの火災発生時の対策 

これまで乾式セルに貯蔵している分析廃棄物の主な材料であるポリエチ

レンについて，試薬（硝酸，ドデカン）の接触を考慮した自然発火性を評

価しており，自然発火の可能性がないことを確認している。その上で万一

の火災に備えて，予備貯蔵庫においてはセル内散水装置を製作した。モッ

クアップの結果を踏まえた上で配備する。汚染機器類貯蔵庫には，新たに

排気ダクトに温度計を設置し常時監視する他，セル入気配管から消火作業

を可能とする治具を準備する。 

 

 

 （省略） 

 

 

別紙 1 

 

高放射性固体廃棄物の取出しが完了するまでの安全対策 

 

高放射性固体廃棄物貯蔵庫(HASWS)における高放射性固体廃棄物の取出しが

完了するまでの間，以下の安全対策を実施する。 

 

1.1 湿式セルライニングの健全性確認 

（変更なし） 

 

1.4 乾式セルでの火災発生時の対策 

これまで乾式セルに貯蔵している分析廃棄物の主な材料であるポリエチ

レンについて，試薬（硝酸，ドデカン）の接触を考慮した自然発火性を評

価しており，自然発火の可能性がないことを確認している。その上で万一

の火災に備えて，速やかに火災発生箇所の特定及び初期消火を行うため，

各セルの温度を監視する温度警報装置を予備貯蔵庫及び汚染機器類貯蔵庫

に設置し，常時監視するとともに炭酸ガス消火設備を予備貯蔵庫及び汚染

機器類貯蔵庫に設置する。さらに，予備貯蔵庫及び汚染機器類貯蔵庫の消

火設備であるセル内散水装置及び消火治具を準備する。 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セル内消火設備の設置に伴う

乾式セルでの火災発生時の対

策の変更 

 

 

 


